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令和元年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 84 学 校 名 静岡県立新居高等学校(全日制) 校 長 名 野村賢一 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

生命が守

られ、安

全で安心

して生活

できる校

内環境の

整備 

・命を大切にし、思

いやる心を持ち、

判断力、行動力の

ある生徒が育つ。 

・「いじめ」を感じ

る生徒が早期に

発見され、適切に

対処される。 

・危険個所が未然に

補修される。 

・多様な状況に対応

した訓練ができ

る。 

・地域防災への意識

が高まり参加率

75％を超える。 

・交通マナーが向上

し、交通事故 10

件以下が継続さ

れ、違反が 10％以

上減少する。 

・心を育てる講義(薬学講座、

思春期講座、こころメンテ

ナンス講座（自殺防止）)

や集団活動（１年宿泊研

修、文化祭、体育大会等）

を実施した。 

・「いじめ」や「ひやり、は

っと」等、生徒の心の状態

を調査するアンケートを

実施した。 

・校内施設の定期的な点検を

３回実施した。 

・防災訓練を年２回実施する

とともにより実践的なも

のにした。 

・地域防災への参加を促し

た。参加率 H30(71％) 

R1(70％) 

・交通安全教室の年度当初の

実施と継続的な交通安全

指導を実施した。また、事

故にあった場合や違反し

た場合の学校への報告を

徹底させた。 

交通事故 H30(12件) 

R1(８件) 

交通違反 H30(21件) 

R1(63件) 

Ｃ 

・いじめアンケートだけで

なく、常日頃から生徒の

行動を注視し、いじめに

繋がる行動を発見し、い

じめを未然に防ぐ意識

を全職員の共通認識が

持てた。 

・委員会活動を継続的に活

性化し危険箇所の把握

や清掃の徹底を図る。 

・校舎に入れない場合を想

定した避難場所につい

ても考える機会がもて

た。 

・地域防災参加率を高める

とともに、さらに防災意

識を向上させる方策を

検討したい。 

・交通事故、交通違反等の

減少に向け、引き続き交

通安全に対する意識を

徹底させたい。 

イ 

基本的生

活習慣の

確立 

・挨拶、礼儀、正し

い身なりなど、当

たり前のことが

きちんと身に付

く。 

・問題行動が未然に

防がれ落ち着い

た学習環境が維

持される。 

・生徒指導件数 10％

以上減少。 

・生徒指導への保護

者の理解度 80％

・学年集会、全校集会を定期

的に実施した。 

・「新居高ハンドブック」に

基づく、保護者、教職員が

連携した指導を実施した。 

・登校指導と授業時間も含め

た校内巡視を実施した。 

・問題行動41％減 

・生徒の人権に配慮しその特

性に応じた指導を心掛け

た。 

生活指導 H30(94％) 

R1(96％) 

Ａ 

・校内での生徒の生活態度

は全体的に落ち着いて

いる。 

・校外でのSNS使用上の問

題行動などの改善が必

要であり、指導方法等を

検討していきたい。 

・問題行動発生件数は減少

した。引き続き生徒の心

の成長を促す指導方法

を検討していきたい。 

・来年度以降も海岸清掃を

本校の伝統行事として、
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以上。 

・ルールについて自

ら考え行動でき

る。 

・奉仕活動に全員が

参加し奉仕の心

が育つ。 

 

部活動指導 H30(91％) 

R1(91％)  

行事指導 H30(82％) 

R1(89％) 

・ルールについて考える教育

活動を行った。 

・海岸清掃等の奉仕活動を行

った。 

生徒全員で実施し、奉仕

活動・環境教育につなげ

たい。 

ウ 
確かな学

力の育成 

・生徒の実態にあっ

た「新居高の授

業」づくりが進

む。 

・全員が事前学習を

してテストに取

り組んでいる。 

・学習課題提出 100% 

・「授業がわかりや

すい」と答える生

徒の割合 70％以

上 

・図書館利用者数

５％増加 

・校内外を対象とした授業公

開を実施した。 

・年間指導計画の作成を通し

て学習指導要領の目標に

沿った授業改善に取組ん

だ。 

・全教科において長期休業中

の課題を課し、基礎学力の

定着を図った。 

・基礎学力テストを実施し

た。 

・定期テスト前の学習の充実

を図った。 

・提出物を重視するととも

に、習熟度に合わせた指導

を行った。 

・生徒の学習課題提出

R1(94％) 

・生徒による授業評価を実施

した。「授業がわかりやす

い」と答える生徒の割合 

H30(75%) R1(77％) 

・言語活動を意識した授業展

開に心掛けた。 

・各教科で作成したマンダラ

チャートを元に、生徒の学

力育成に効果的な授業を

実践した。また、教師用の

ルーブリックを作成し、教

師が授業に対して自己評

価しやすいよう工夫した。 

・図書館活用など読書活動の

推進に取り組んだ。H30

（３％増）R1(２％増) 

Ｂ 

・引き続き長期休業中の課

題を与え、継続して学習

に取り組ませる。 

・地域から期待されている

ことを自覚させ、基礎学

力を定着させる。 

・研修会の実施や研究授業

や公開授業、研究協議会

への積極的参加を推進

していきたい。 

・対話的な学習の充実を通

して「わかる授業」を実

践し、基礎学力の定着を

図りたい。 

・年間に２回実施される授

業アンケートの結果を

踏まえ、職員全体や各教

科で教材研究や授業改

善の検討を行った。今後

ルーブリック等のツー

ルを活用し、授業実践に

おけるＰＤＣＡサイク

ルの確立に努めたい。 

・図書館利用者数の増加に

対応して利用マナーの

向上を図りたい。 

エ 

コ ー ス

制、進路

指導の充

実 

・改善点の検討を経

て新教育課程が

確立する。 

・進路に必要な学力

が身に付く。 

・就職希望者の年内

内定率 100％ 

・令和２年度入学生の教育課

程を変更し、コースの改定

を行った。 

・令和４年度入学生の教育課

程について検討した。 

・３年間の進路計画の改定を

行った。 

Ｂ 

・新学習指導要領について

研究するとともに本校に

とって何が必要かを議論

することができた。 

・基礎学力テストの効果的

な活用を検討、推進する。 

・インターンシップや進路
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・進路意識が向上

し、望ましい職業

観が育つ。 

・外部機関の活用・

支援が充実する。 

・資格の取得が進

む。 

・目標を意識した学習記録表

を作成した。 

・１年次におけるインターン

シップの実施等、早期から

の進路意識の向上に心掛

けた。 

・年内内定率 H30（100%）

R1(96%) 

・地域の大学や商工会、職業

訓練センター等との連携

に取り組んだ。 

・フォークリフト技能講習を

実施した。 

ガイダンスを活用し、進

路意識の向上につなげ

る。 

・湖西地域職業訓練センタ

ー等と連携し、在学職業

訓練と免許取得を継続し

て推奨し、自己啓発と進

路実現につなげる。 

オ 

部活動、

特別活動

の充実 

・生徒と顧問との信

頼関係が深まり、

部活動の定着率

の高さが維持さ

れる。 

・部活動に参加した

ことにより、人間

的に成長できた

と 答 え る 生 徒

90％以上 

・部活動と学業との

両立ができてい

ると答える生徒

80％以上 

・生徒会を中心に委

員会活動におい

て生徒の主体的

な運営場面が増

える。 

・集団への所属感、

連帯感が深まり、

公共心が育つ。 

・顧問の適正配置と支援制度

の活用による部活動指導

体制の充実に取り組んだ。 

・部活動を通した健全な生活

態度の育成に努めた。 

・生徒会活動への自主的、実

践的な取り組みを推進し

た。 

・学校行事の活性化に取り組

んだ。 

・部活動で人間的に成長でき

た。R1（82%） 

・部活動と学業との両立がで

きている。R1（79%） 

 

Ｃ 

・各部活動顧問が主体的に

活動できている。 

・部活動を通して健全な生

活態度の育成に努めると

ともに、学業との両立を

推進していく 

・ボート部が国体全国大会

（優勝）、東海総合体育大

会に出場するなど、ボー

ト部の活躍が目立った。 

 

カ 

保護者や

地域社会

から信頼

される、

効果的か

つ効率的

な学校経

営の推進 

・事務処理に掛かる

時間が減少する。 

・教育活動が円滑化

し、保護者からの

信頼が深まる。 

・学校は相談に適切

に対応している

と答える保護者

70％以上 

・ＮＥＳの掲示板、メールを

活用し、公務に関する事務

処理の簡素化・効率化に努

めた。 

・実効性のある予算編成と執

行に努めた。 

・経営予算の見直しを年３回

行った。 

・リレー研修を年１回実施し

た。 

・「適切に対応している」と

答える保護者 H30(85%) R1

（90%） 

Ａ 

・引き続き、保護者への丁

寧な対応により、校納金

の早期完納に努める。 

・ＮＥＳの掲示板、メール

の使用が日常化し、情報

伝達が効率的かつ有効

にできている。 
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キ 

他校種と

の交流及

び 保 護

者・地域

等との連

携の推進 

・幅広い学校間のつ

ながりができ、他

校種の優れた取

組が本校に反映

される。 

・学校の様子が保護

者や地域にタイ

ムリーに伝わる。 

・メール配信登録率

80％ 

・「あらぽん」が地

域に親しまれる

活動を行う。 

・保育体験実習や特別支援学

校との交流に取り組んだ。 

・湖西市内の幼・小・中・特

別支援学校の生徒・教員と

の交流に取り組んだ。 

・家庭と学校間の緊密な情報

交換に努めた。 

・公開授業、メール配信（登

録率 H30(68%) R1（92%）、

ホームページの内容の充

実、メディアへの取材依頼

等、広報活動に努めた。 

・新居高キャラクター「あら

ぽん」を活用した。 

・中学生一日体験入学におい

て体験授業に加えて「先輩

と語る会」を実施した。 

Ａ 

・生徒会、吹奏楽部、書道

部、美術部、応援委員会

等による校外での行事

参加が増加しているの

で、引き続き活動の場を

増やしていきたい。 

・日常的にＨＰにて学校の

様子を保護者・中学生・

地域等に発信すること

で、本校の教育活動が広

く理解された。 

・より効果的な伝達手段と

するため、メール配信シ

ステムの変更を行った

結果、配信数や登録者数

が増加した。 

・引き続き中学生一日体験

入学の内容を充実させ

る。 

ク 

自己肯定

感 の 向

上、人権

感覚の涵

養 

・周りの人から認め

られていると感

じる生徒が増加

する。 

・自分や周囲の人の

よさに気付き、互

いに認め合うこ

とができる生徒

が育つ。 

・将来の目標を語る

生徒が増加する。 

・アンケート「私は

一人の大切な人

間である」におい

て肯定意見 80％

以上 

・90％以上の職員が

提出物の期限を

守っている。 

・90％以上の職員が

会議の開始時刻

を守っている。 

・生徒のよさに着目した全職

員による生徒への声かけ

に努めた。 

・自己肯定感アンケート 

H30(86％) R1（87%） 

・学校行事の振り返りを通し

て、生徒相互の承認文化の

形成に努めた。 

・将来の目標を意識した教育

活動の充実に取り組んだ。 

・従来のポートフォリオに加

えて、学びのルーブリック

を実施した。 

・職員の提出物期限順守。R1

（95%） 

・職員の会議開始時刻順守。

R1（93%） 

 

Ｂ 

・生徒の課題として「目的

意識の弱さ」「自分への

信頼の低さ」「学習習慣

の欠如」の３つがあげら

れる。そこで教員側の取

組として、授業力向上週

間等で生徒への積極的

な「声掛け」を実践する

よう努めた。 

・生徒自身が目標や実績を

管理するとともに、担任

が状況を把握できるよ

う工夫した。 

・人権教育研究指定は終了

したが、引き続き学校に

おける教育活動全般で

人権を意識していく。 

 


